
1

岐阜県における化学物質の
排出量の状況について

岐阜県環境生活部環境管理課

PRTRから見る

リスクコミュニケーション研修会
平成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 （ 火 ）
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特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進
に関する法律（化学物質排出把握管理促進法）

○法律制定の背景

・様々な化学物質の使用 ⇒ 環境汚染の懸念

・環境規制法による規制 ⇒ 限定的

・有害性はわかるが、環境へ排出された場合のリスクが不明な数多くの化
学物質の存在

平成11年7月 化学物質排出把握管理促進法制定

ＰＲＴＲ制度、ＳＤＳ制度の導入

○法律の目的

・事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進

・環境保全上の支障を未然に防止
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ＰＲＴＲ制度の概要

事業者

国

国民

各事業所における化学物質
の環境への排出量・廃棄物
に含まれ事業所外へ移動す
る量を把握

年１回、国に届出
（都道府県経由）

○届出データ、届出以外の
排出量（届出対象外事業
所、家庭、自動車等）の
推計

○集計結果の公表、関係
省庁・都道府県への通知

個別事業所データ公表

物質別、業種別、地域別
等の集計結果を公表

管理状況に
対する評価

○ＰＲＴＲ制度対象物質

人の健康や生態系に有害な影響を
及ぼす恐れのある化学物質

第一種指定化学物質：４６２物質
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ＰＲＴＲ制度の届出・集計区分
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届出排出量・移動量の集計結果(H28年度)

岐阜県
（ ﾄﾝ/年 ）

全国比 順位

届出事業所数 867事業所 2.5% 15位

排出量
※環境中へ排出
される量

大気 4,086 3.0% 15位

公共用水域 56 0.8% 34位

土壌 0 - -

事業場内埋立 1,544 20.6% 3位

Ａ:排出量計 5,686 3.8% 8位

移動量
※対象物質を含む

廃棄物が事業所
外へ移動される量

廃棄物 3,501 1.6% 22位

下水道 3 0.2% 24位

Ｂ:移動量計 3,503 1.5% 23位

Ａ＋Ｂ 9,189 2.4% 16位



県内における届出排出量・移動量の経年変化(H28年度)

・第一種指定化学物質
３５４種→ ４６２種
・対象業種
２３業種→ ２４種

・取扱量の届出要件
５ｔ以上→１ｔ以上
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届出排出量・移動量上位５物質(H28年度)

375,924ﾄﾝ/年

合成原料、溶剤

セロハン、レーヨン
製造時の溶剤、ゴ
ムの加硫促進剤

合成原料、溶剤

バッテリー、
顔料の原料

溶媒、触媒

スチレンの原
料、溶剤 顔料の原料、

メッキ

鉄鋼、電池の
原料
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届出排出量・移動量の県内地域別割合(H28年度)
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単位 ﾄﾝ/年

県内における届出排出量・移動量上位10業種(H28年度)



県内における排出量の内訳(H28年度)

全排出量
10,055ﾄﾝ/年
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届出対象排出量
57%

届出外排出量
43%

6

全排出量
10,055ﾄﾝ/年
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化学物質による環境リスクを低減するために

○管理方針・管理計画の策定、管理状況の評価、見直し

・管理の適正化を図るための管理方針・管理計画の策定
・管理状況の評価、評価結果に基づく管理方針・管理計画の継続的見直し

○管理対策の実施

・施設、設備の定期的な点検の実施
・漏えい、揮発、浸透等の防止措置、排出の抑制

○使用量の削減

・工程の見直し、回収・再利用の促進、代替物質への転換

○事故防止対策

・未然防止のための施設、設備の改善、取扱い容器等への表示
・事故発生に備えた薬剤・資材等の準備、事故対策マニュアルの整備

○住民理解の増進

・適切な情報提供、地域社会との連携

「岐阜県化学物質適正管理指針」より
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ＰＲＴＲデータの公表システム

○ＰＲＴＲ分析システム（ＰＲＴＲけんさくん）

・個別事業所のＰＲＴＲ届出データの検索、集計、比較、印刷が可能

○ＰＲＴＲデータ地図上表示システム

・個別事業所を地図から探したり、個別事業所のＰＲＴＲ届出データをグラフや
図で見ることが可能

○ＰＲＴＲマップ

＜排出量マップ＞
・ＰＲＴＲ届出データの排出量を
自治体単位で地図上に色分け
表示

＜濃度マップ＞
・化学物質の年間日平均の大気
中推定濃度を、メッシュごとに地
図上に色分け表示
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電子届出を実施するには、あらかじめ「電子情報処理組織使用届出書」を県に提出
し、ＩＤ・パスワード等を入手する必要があります。

※ 詳しくはＨＰへ

ＰＲＴＲの届出は、４月１日から６月３０日までの提出をお願いします。

書面による提出を行っている場合は、インターネットによる「電子届出」の実施を
検討願います。

電子届出では、

★入力補助機能により入力が簡単

★入力チェック機能により記載漏れ、記載間違いを防止

★来庁・郵送が不要、２４時間受付可能

★疑義照会に対する回答や届出内容の変更もシステム上で可能

県内利用率 約６３％

最後にＰＲＴＲの届出に関するお願い

ＰＲＴＲ 電子届出 検索


